モニタリングサイト1000里地調査　2013～2017年度一般サイト　応募申請書

その１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年　　　月　　　日
	連絡先
	担当者名１）
	[bookmark: _GoBack]
	（満：
	
	歳）

	
	住所
	〒
	
	
	都・道・府・県
	

	
	
	

	
	電話
	
	ＦＡＸ２）
	

	
	Ｅ－Mail２）
	

	グループ
情報３）
	グループ名
	

	
	代表者名
	

	
	事務局
住所
	〒
	
	
	都・道・府・県
	

	
	
	

	
	電話
	
	ＦＡＸ２）
	

	
	設立年
	S・H
	
	年
	活動継続年
	
	年間

	
	URL２）
	http://

	
	会員数
	
	人
	うち調査協力者数
	
	人

	活動情報
	活動頻度
	週、月、年のいずれかで何回活動しているかを書き込んでください。（例：月1回）

	
	
	

	
	活動内容
	行っている活動の種類に○を付けてください（複数回答可）。

	
	
	　観察会　／　調査活動　／　保護活動　／　維持管理活動　／
　管理計画づくり　／　展示　／　講演会・シンポジウム　／　出版　／
　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	活動の主旨
および目的
	５００字程度で自由に記述してください。

	
	
	

	調査実績
	団体や調査担当者の方の過去の調査実績について３００字程度で自由に記述してください。また報告書・論文など成果物があればそのコピーなどの資料を添付してください。

	
	


＊記入上の注意
　１）グループとして応募される場合には、事前にグループ内で合意の上、連絡窓口となる方の名前を記入してください。
　２）連絡先のうち、ＦＡＸ、Ｅ－ｍａｉｌ、ＵＲＬ等がない場合には、記入しなくて構いません。
　３）個人の場合には記入の必要はありません。

その２
	調査予定地の名称
	

	調査予定地の所在地（住所）
	

	申請
調査項目
	７つの調査項目のうち実施したい項目を選んで下に○をつけてください（最低１つ）。

	
	植物
	鳥類
	カヤネズミ
	カエル類
	チョウ類
	ホタル類
	植生図

	
	
	
	
	
	
	
	

	応募動機
	５００字程度で自由に記述してください。

	
	









	調査のサポート体制
	調査に対して博物館や大学の研究室など専門家からのサポート体制があれば具体的に機関名等を記入してください。

	
	



	結果の活用
	各地の調査結果は、環境省・事務局によって行われる全国規模での解析、とりまとめに積極的に活用させていただきます。また、調査を行う皆様にも得られた調査結果を調査地の保全のために活用していただきたいと考えています。得られた調査結果を調査地の保全のためにどのように活用しようとお考えか、５００字以内で自由に記述してください。

	
	











その３
	調査予定地の
状況1
	土地所有
	　公有地　（　国有地　・　都道府県有地　・　市町村有地　）　／　私有地
　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	保護区等の
指定状況
	調査予定地に保護区等の指定がある場合、該当するものに○をつけて、わかれば名称をお書きください（複数回答可）。

	
	
	A. 史跡名勝天然記念物公園（国・県・市町村）名称：　　　　　　　　　　　　　
B. 自然公園（国立・国定・県立）名称：　　　　　　　　　　　　
C. 自然環境保全地域（国・都道府県）名称：　　　　　　　　　　　　　
D. 鳥獣保護区（国・都道府県・市町村）名称：　　　　　　　　　　　　　
E. 希少動植物生息地等保護区（国・都道府県・市町村）
名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
F. 国有林
G. 県有林
H. 保安林　　　　名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
I. その他保護区（緑地保全地区、風致地区、市民緑地など）
名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	環境
タイプ
	該当するもの1つに○をつけてください

	
	
	
	1．森林が主体の環境

	
	
	
	2．水田や水辺が主体の環境

	
	
	
	3．草原が主体の環境

	
	
	
	4．複合的環境やその他の環境





[bookmark: OLE_LINK4][bookmark: OLE_LINK5]その４
	調査予定地の
状況2
	調査予定地に含まれる環境
	調査予定地に含まれると思われる景観タイプをすべて選び、○をつけるか□で囲んでください（複数回答可）。

	
	
	水田　（　圃場整備済み水田　・　圃場整備していない水田　・　休耕田　）
畑地　（　焼畑　・　茶畑　・　植木畑　・　果樹園　・　その他の畑　）
草原・湿原 （　5ha以上　・　1～5ha未満　・ 1ha未満）
水環境　（　水路　・　ため池　・　湖沼　・　河川　・　湿地　・　湧水泉　）
管理された林　（　二次林　・　人工林　・　竹林　・屋敷林　・　社寺林　）
管理放棄された林　（　二次林　・　人工林　・　竹林　・屋敷林　・社寺林　）
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	調査予定地の特徴
	地形、生物分布、伝統的維持管理、文化の面で特徴的なことがあれば記載ください。特に草原・雑木林などで伝統的維持管理が長期引き継がれてきている場所であれば管理方法や面積等詳細を記載してください。

	
	
	

	
	保全上
重要な種の情報
	調査予定地で観察される動植物のうち保全上重要と思われるものを10種以内で書いてください。

	
	
	

	
	調査予定地での活動
	申請団体がこれまでこの調査予定地で行ってきた活動があれば記載ください。

	
	
	

	
	他団体の活動
	当地で活動する他団体の活動があれば活動内容を記載ください。また、行政や企業・地域住民などと連携した活動体制等があれば記載ください。

	
	
	




その5
	データの公開・利用４）

	得られた調査データは積極的に里地里山の保全のために発信・活用していきたいと考えています。データの一般公開・利用に関してどうお考えかお答えください。

	
	調査地の詳細な位置情報（例えば調査地の緯度経度や詳細な住所）
	該当するもの1つに○をつけてください。

	
	
	1．公開してもよい　　／　2．　公開しない
3．提供先により公開
（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

公開しないに○をつけられた方はその理由
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	選択した調査で得られたデータの公開（絶滅危惧種や地域希少種を除く）
	該当するもの1つに○をつけてください。

	
	
	1．公開してもよい　　／　2．　公開しない
3．提供先により公開
（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

公開しないに○をつけられた方はその理由
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	保全施策や学術研究のために環境省が認めた第3者へ絶滅危惧種や地域希少種等のデータも提供してもよいか
	該当するもの1つに○をつけてください。

	
	
	1．公開してもよい　　／　2．　公開しない
3．提供先により公開
（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

公開しないに○をつけられた方はその理由
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


＊記入上の注意
４）　どのようなデータを公開するかは内定通知後に正式に手続きしますので、今回は予定として
ご記入ください。


以上です。ありがとうございました。


1

